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問題と目的

現代の青年の特徴として、個人主義や希薄な友

人関係が言われるが（宮下，2009）、一方で、

「ぼっち （朝日新聞，2014；東京新聞，2014）」や

「便所飯 （朝日新聞，2009）」など、ひとりで過ご

すことを人にどう思われるかに過敏な様子も指摘

されている。また、SNSの普及により、物理的に

ひとりで過ごしている時間にSNSで他者と交流

することも日常となっている。このような現代に

おいて、青年がひとりで過ごすことをどのように

捉え、どのように「ひとりの時間」を過ごしてい

るのかを検討することは、現代の青年の実態を把

握し、彼らの心理や発達を理解するために重要で

あると考える。

本研究では、「ひとりの時間」を「心理的にひ

とりでいる、単独であると感じられる時間 （ただ

し、他者の存在や行為遂行の有無は問わない）」

（増淵，2014） と定義し、検討していく。

青年がひとりで過ごすことの発達に関する先行研究

青年期がひとりで過ごすことに着目した先行研

究として、①発達的変化に関する研究、②発達的

意義・機能に関する研究、③性差に関する研究が

挙げられる。

第一に、発達的変化に関する研究として、大

嶽・多川・吉田 （2010） は、青年期女子の友人グ

ループに着目し、「ひとりぼっち回避行動」の捉
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え方の発達的変化を検討し、青年期前期には、

「ひとりで過ごすことへの不安感」や「（女子友人

グループ間の） 壁が明確であるがゆえのひとりで

過ごすことの居づらさ」があるが、青年期後期に

は、「無理に一緒にいなくてもいい捉われのなさ」

や「ひとりでいる時があってもいいのだという発

見」があることを、面接調査から明らかにして

いる。

また、杉本・庄司 （2006） は、「居場所」を他者

の存在により「自分ひとりの居場所」、「家族のい

る居場所」、「家族以外の人のいる居場所」に分類

し、小・中・高校生を対象に検討している。その

結果、自分にとって一番の「居場所」として「自

分ひとりの居場所」 を選択したのは、小学生より

中学生・高校生が有意に多い結果であったことを

明らかにしている。この結果から、中学生・高校

生になると、自分ひとりでいる場所を自分の居場

所として重要視するようになる発達的変化がうか

がえる。

第二に、発達的意義・機能に関する先行研究と

して、松尾・小川 （2000） は、Winnicott （1958） の

提唱した「ひとりでいられる能力 （the capacity to 

be alone）」という概念を用い、幼児期に子ども

が常に母親と一緒にいなくてもいられるようにな

るためにその確立が必要とされる「ひとりでいら

れる能力」が、青年期において再び発達的に必要

となると考え、研究を行っている。また、吉田

（2014） は、松尾・小川 （2000） の研究の限界を改

善し、「現実の一人の状態への不安 （孤の不安） を

感じないでいられることと、自律性を失う不安

（個の不安） を感じることなく現実に親密な他者

と居られること又は親密な関係を維持できるこ

と」、つまりひとりでいること to be aloneへの不

安が低いことが、「ひとりでいられる能力」が獲

得されている状態であると概念整理・定義し、青

年を対象にWinnicottの「ひとりでいられる能力」

を捉えることができる尺度を作成している。

杉本・庄司 （2006） は、「居場所」について 6つ

の心理的機能（「被受容感」「精神的安定」「行動

の自由」「思考・内省」「自己肯定感」「他者から

の自由」）を見出し、「自分ひとりの居場所」では

そのうち「思考・内省」「行動の自由」「他者から

の自由」の 3つが他の居場所より高いことを明ら

かにしている。また、杉本 （2009） は、大学生に

おいて「自分ひとりの居場所」があることがアイ

デンティティの安定に関連していることを見出し

ている。

第三に、性差に関する研究として、海野 （2006）

は、青年期において、女子の方が男子よりも自分

の意志であえてひとりで過ごす頻度が高いことを

明らかにしている。また、大嶽他 （2010） は、青

年期女子特有の友人関係の背景にあるものとし

て、「ひとりぼっち回避規範」「ひとりぼっち回避

行動」を想定している。これらの研究から、女子

の方が意識的に「ひとりの時間」を作ったり、ひ

とりで過ごすことを避けようとしたりしている可

能性が考えられ、女子は男子よりもひとりで過ご

すことに敏感であることが推測される。

青年の「ひとりの時間」に関する先行研究

前節のように、青年がひとりで過ごすことに関

して、発達的変化や発達的意義があることが明ら

かになっている。しかしながら、これらの先行研

究では、「ひとりでいられる能力」の高低、「自分

ひとりの居場所」の有無など、一時点での能力や

場所といった静的側面に力点が置かれており、一

方で、自分ひとりで過ごす際に、そこで何をする

か、いかに過ごすかという時間の経過やプロセス

（＝ 「ひとりの時間」という動的側面） に着目した

研究は少ない。杉本・庄司 （2006） の 「居場所」 の

心理的機能という視点はこれに近いものの、焦点

はやはり「場所」にあると考えられる。

そこで、本研究では、青年の「ひとりの時間」

に着目する。山田 （2004） は、日常的な自己形成

的活動 （クラブ・サークル、授業・講義など） へ

の肯定的認知評価がアイデンティティと関連する

ことを明らかにし、溝上・中間・畑野 （2016） は、

個別的水準の自己形成活動が、抽象的・一般的水

準にある時間的展望を媒介して、アイデンティ

ティ形成に影響することを明らかにしている。

「ひとりの時間」も、このようなアイデンティ

ティを形成するための具体的な活動の場 （個別的

水準） としての意味があると考えられる。

これらの問題意識から、増淵 （2014; 2016など）

は、青年 （主として大学生） を対象に、①「ひと

りの時間」の過ごし方 （意味づけ） と、②ひとり

で過ごすことに関する感情・評価を検討・尺度作

成し、アイデンティティとの関連を検討してき
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が高いと、ひとりで過ごすことの充実・満足感が

高まり、それがアイデンティティ形成を促進する

が、一方で、個人的活動への没頭が、孤絶願望に

つながると、アイデンティティを低める可能性が

あるということである。

大学生の「ひとりの時間」 および 「ひとりの時間」

とアイデンティティとの関連に関する研究の課題

しかしながら、増淵 （2014） の研究の限界とし

て、以下の 3点が挙げられる。

第一に、「ひとりの時間」の機能尺度は、「ひと

りの時間」の意味を尋ねる予備調査から項目収集

した尺度であり、「ひとりの時間」をそれぞれの

意味づけ （例．落ち着く時間等） の時間として過

ごす頻度は測定できるが、「ひとりの時間」の具

体的行動を尋ねるものではない。どのような「ひ

とりの時間」の過ごし方がアイデンティティ形成

を促進するのかを検討するためには、具体的行動

を測定できる尺度が必要である。「ひとりの時間」

の具体的行動のレベルでも、上述の増淵 （2014）

と同様のアイデンティティとの関連がみられるこ

とが予測される。

第二に、「ひとりの時間」の過ごし方や感情・

評価が、アイデンティティのどのような側面に影

響しているかが明らかになっていない。アイデン

ティティに関して、増淵 （2014） は谷 （2001） の多

次元自我同一性尺度を用いて検討しており、本研

究でもこれを使用する。この尺度は、Erikson理

論に基づいて作成されており、4つの下位概念か

らアイデンティティの感覚の高さを捉えるもので

ある。具体的には、①自己斉一性・連続性 （自分

が自分であるという一貫性を持っており、時間的

連続性を持っているという感覚）、②対自的同一

性 （自分自身が目指すべきもの、望んでいるもの

などが明確に意識されている感覚）、③対他的同

一性 （他者からみられているであろう自分自身

が、本来の自分自身と一致しているという感

覚）、④心理社会的同一性 （現実の社会の中で自

分自身を意味づけられるという、自分と社会との

適応的な結びつきの感覚） である （谷，2001）。増

淵 （2014） の研究では、これら 4下位尺度の合計

得点を使用しており、アイデンティティの 4側面

への影響は明らかにされていないため、検討する

必要がある。

た。主として大学生を対象としたのは、中学生・

高校生や社会人と比べ、自己裁量で自由に使える

時間的余裕が多く、また、就職活動や進路探索な

どで自分を振り返りアイデンティティを形成して

いくことが重要となる時期であることからである。

増淵 （2014） によると、①の「ひとりの時間」

の過ごし方 （意味づけ） は、「ひとりの時間」の機

能に関するものであり（以下「機能尺度」とす

る）、「自己内省」「自己解放」「個人的活動への没

頭」「ストレスからの解放」の 4機能が見出され

ている。「自己内省」は、自己を内省したり考え

を整理したりする時間、「自己解放」は他者を気

にせずに自己を解放する時間、「個人的活動への

没頭」は趣味や個人的活動に没頭したり自由気ま

まに過ごしたりする時間、「ストレスからの解放」

は人間関係での精神的疲れやストレスから解放さ

れる時間のことである。

②のひとりで過ごすことに関する感情・評価

（以下、「感情評価尺度」とする）については、

「孤独・不安」「自立願望」「充実・満足」「孤絶願

望」の4つの感情・評価が見出されている。「孤

独・不安」は、ひとりで過ごすことをネガティブ

に捉え、孤独・不安・苦手意識等の感情や孤独な

イメージを抱いている感情・評価、「自立願望」

は、ひとりで過ごすことをポジティブに受け止め

ようとし、ひとりでも過ごせるようになりたいと

いう願望や、自立的なイメージを抱いている感

情・評価、「充実・満足」は、ひとりで過ごすこ

とをポジティブに受け止めた上で、ひとりで過ご

すことに充実・満足感を抱いている感情・評価、

「孤絶願望」は、対人交渉に苦痛を感じ、常にひ

とりでいたいという願望を抱いている感情・評価

のことである。

そして、増淵 （2014） は、この 2つの尺度と谷

（2001） の多次元自我同一性尺度を用いて、アイ

デンティティとの関連を検討した。その結果、

「ひとりの時間」の過ごし方の中でも、「個人的活

動への没頭」がアイデンティティに影響してお

り、「個人的活動への没頭」は「充実・満足」を

媒介してアイデンティティに正の影響を及ぼす

が、一方で、「孤絶願望」を媒介してアイデン

ティティに負の影響を及ぼすことが示されてい

る。つまり、「ひとりの時間」に自分の好きなこ

とを自由に行ったり、趣味に没頭したりする頻度
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女子大学生を対象とし、第一に、青年が「ひとり

の時間」をどのように過ごしているかについて、

具体的行動を測定するための尺度を作成すること

（以下、「『ひとりの時間』の行動尺度」とする）、

第二に、作成された尺度を用いて、「ひとりの時

間」の行動とひとりで過ごすことに関する感情・

評価が、アイデンティティの 4側面とどのように

関連しているかを検討すること、第三に、「ひと

りの時間」の行動とひとりで過ごすことに関する

感情・評価が、アイデンティティおよびその下位

尺度とどのように関連しているかについて、学年

差を検討することを目的とする。

仮説は以下の通りである。

仮説 1：  「個人的活動への没頭」に対応する過ご

し方をすると、ひとりで過ごす「充実・

満足」感が高くなり、それによって自己

斉一性・連続性、対自的同一性、心理社

会的同一性が高まるだろう。しかし、対

他的同一性には影響しないだろう。

仮説 2：  「個人的活動への没頭」に対応する過ご

し方をすると、ひとりで過ごす「孤絶願

望」が高くなり、それによって自己斉一

性・連続性、対自的同一性、対他的同一

性、心理社会的同一性が低くなるだろう。

仮説 3：  大学生期後半の方が、大学生期前半より

も、ひとりで過ごす「充実・満足」感か

らアイデンティティへの影響が大きいだ

ろう。

方　法

調査対象者

女子大学生213名を調査対象とし、不回答を希

望した 4名を除く209名 （1年91名・3年45名・

4年69名・学年不明 4名） を分析対象とした。

調査時期

2013年10月。

実施方法

複数の授業時間等の前後を利用して、無記名の

質問紙調査を集団実施した。なお、当該授業の成

績とは無関係であること、参加を拒否しても不利

益がないことを説明した上での実施とした。

なお、増淵 （2014） は、相関分析レベルではア

イデンティティの 4側面との関連を検討してお

り、ひとりで過ごす「充実・満足」感は、自己斉

一性・連続性、対自的同一性、心理社会的同一性

との間に正の相関が見られたが （rs＝ .14～.27）、

対他的同一性との間には有意な相関はみられな

かった。また、「孤独・不安」「孤絶願望」はアイ

デンティティの 4下位尺度すべてとの間に負の相

関 （「孤独・不安」：rs＝-.12～-.20、「孤絶願望」：

rs＝-.16～-.27）、「自立願望」は自己斉一性・連

続性 （r＝-.18）、対他的同一性 （r＝-.20） との間

に負の相関がみられている。対他的同一性は、ア

イデンティティの 4側面の中でも特に、他者と自

分との間のすり合わせが必要な同一性だと考えら

れるため、他者との関わりやそこでの自己表現の

体験の積み重ねが必要である。したがって、「ひ

とりの時間」がいくら充実していても、対他的同

一性は高くならないことが推測される。一方、

「孤絶願望」は、アイデンティティのすべての側

面と負の関連をすると考えられる。

第三に、「ひとりの時間」および「ひとりの時

間」とアイデンティティとの関連についての、大

学生期の中での学年差を考慮に入れた検討が不十

分であることである。増淵 （2014） の研究では、

大学生を対象に分析しているものの、学年差は検

討されていない。増淵 （2016） では、「ひとりの時

間」の機能および感情・評価に関して、中学 2

年・高校 2年・大学 2年・大学 4年の女子での比

較、および男女大学生を対象とした大学生期の中

での学年差の検討をしているが、大学生期の中で

の差はあまりみられず、差がみられた部分につい

ても一貫した結果が得られていない。しかし、

「ひとりの時間」とアイデンティティとの関連

は、大学に入って間もない時期よりも、就職活動

などの進路選択が重要となる 3・4年生の時期の

方が、より強くなると推測される。つまり、卒業

後の進路を見据えた活動が現実的になり、自分の

独自性や長所短所、方向性などが強く意識される

3・4年生の方が、「ひとりの時間」の充実が、ア

イデンティティをより促進すると考えられる。

本研究の目的

以上より、本研究では、先行研究から、男子よ

りひとりで過ごすことに敏感であると考えられる
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タは責任をもって厳重に管理すること、本研究に

対する問い合わせ先などが含まれている。質問紙

には、調査に協力したくない場合に×印を記入す

る欄を設け、これらの者は分析対象から除外し

た。質問紙への回答をもって、調査協力の同意を

得たものとみなした。

結　果

本 研 究 の 分 析 に は、IBM SPSS Statistics

（ver.25.0）、およびAmos （ver.25.0） を用いた。

１．尺度の作成と確認

（1）「ひとりの時間」の行動尺度の作成　54項

目を対象として、最尤法・プロマックス回転によ

る因子分析を行い、固有値の推移と解釈可能性か

ら 4因子解が妥当と判断した。どの因子にも因子

負荷量が .40未満であった項目 （計26項目） を除外

し、因子数を 4に指定して再度因子分析を行い、

最終的な因子パターンを得た。結果をTable 1に

示す。回転前の 4因子で25項目の全分散の

53.64％が説明された。

第 1因子に負荷量の高い項目は、自己を内省し

たり考えを整理したりする行動を表していると考

えられ、「思考・内省」因子と命名した。第 2因

子に負荷量の高い項目は、何もせずにゆっくりし

たり休憩したりする行動を表していると考えら

れ、「休息・解放」因子と命名した。第 3因子に

負荷量の高い項目は、インターネットやSNS、

メール、電話などでの遠隔の他者との繋がりや他

者の存在を感じられる行動を表していると考えら

れ、「遠隔他者との繋がり」因子と命名した。第

4因子に負荷量の高い項目は、趣味に没頭した

り、趣味に関する練習や勉強をしたりする行動を

表していると考えられ、「趣味」因子と命名した。

各因子に負荷量の高い項目 （.40以上） によりそ

の因子に対応する下位尺度を構成した。Cronbach

のα係数は、第 1因子が .90、第 2因子が .86、第

3因子が .79、第 4因子が .70であり、内的一貫性

が確認された。

（2）感情評価尺度および多次元自我同一性尺度

の確認　感情評価尺度は、最尤法・プロマックス

回転による因子分析を行い、どの因子にも因子負

荷量が .40未満であった 3項目を除外し、増淵

調査内容

1. 「ひとりの時間」の行動尺度　54項目　自由

記述形式の予備調査 （N＝100） で得られた項目

を基に、心理学を専門とする大学教員 2名と大学

生 1名で検討を行い、54項目を作成した。「あな

たが普段『ひとりの時間』をどのように過ごして

いるのかについて、質問します。以下の内容につ

いて、あてはまる数字に○をつけて下さい。」と

教示し、「いつもする （5）」「しばしばする （4）」

「ときどきする （3）」「ほとんどしない （2）」「まっ

たくしない （1）」 の 5件法で回答を求めた。

2. ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺

度（増淵，2014）　26項目　「孤独・不安」 （項目

例：“「ひとりの時間」はさみしい”、“ひとりで過

ごしていると不安になる”）、「自立願望」（項目

例：“「ひとりの時間」を楽しめるようになりた

い”、“友達と一緒でなくても行動できるようにな

りたい」）、「充実・満足」 （項目例：“「ひとりの時

間』を有効に使えるようになった”、“『ひとりの

時間』の過ごし方に満足している”）、「孤絶願望」

（項目例：“人と一緒にいることが苦痛だ”、“でき

ることなら、いつもひとりでいたい”）の4下位

尺度について、「とてもそう思う （7）」「そう思う

（6）」「どちらかといえばそう思う （5）」「どちら

ともいえない （4）」「どちらかといえばそう思わ

ない （3）」「あまりそう思わない （2）」「まったく

思わない （1）」の 7件法で回答を求めた。

3. 多次元自我同一性尺度（谷，2001）20項目 

自己斉一性・連続性、対自的同一性、対他的同一

性、心理社会的同一性の4下位尺度について、

「非常にあてはまる（7）」「かなりあてはまる

（6）」「どちらかというとあてはまる（5）」「どち

らともいえない（4）」「どちらかというとあては

まらない（3）」「ほとんどあてはまらない（2）」

「全くあてはまらない（1）」の7件法で回答を求

めた。

倫理的配慮

配布した質問紙に、研究の趣旨、倫理的配慮に

ついて説明した文書を添付した。説明には、調査

の目的、調査結果は研究の目的以外には使用しな

いこと、調査への参加は任意であり、参加の拒否

による不利益は一切ないこと、得られたデータは

個人が特定されない形で処理・分析し、調査デー
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は、「自己斉一性・連続性」が4.64 （1.38）、「対自

的同一性」が4.01 （1.09）、「対他的同一性」が

3.93 （1.10）、「心理社会的同一性」が4.37 （1.01）

であった。

２． 「ひとりの時間」の行動と感情・評価の学年

差の検討

「ひとりの時間」の行動と感情・評価の各下位

尺度について、学年 （1年／3・4年） を独立変数

とした t 検定を実施した。結果をTable 2に示

す。なお、対象者の人数の関係から、3、4年生は

まとめて 1つの群とした。

その結果、「ひとりの時間」の行動について

は、1年生より3・4年生の方が「思考・内省」が

高く （ t （199）＝-2.44, p<.05）、3・4年生より1年

（2014） と 同 様 の4下 位 尺 度 を 作 成 し た。

Cronbachのα係数は、「孤独・不安」が .86、「充

実・満足」が .87、「自立願望」が .75、「孤絶願望」

が .70であった。

多次元自我同一性尺度は、Cronbachのα係数

を算出した結果、「自己斉一性・連続性」は .89、

「対自的同一性」は .79、「対他的同一性」は .81、

「心理社会的同一性」は .79であった。

感情評価尺度、多次元自我同一性尺度ともに、

各下位尺度の合計点を項目数で除したものを下位

尺度得点とした。感情評価尺度の下位尺度得点の

平均値 （SD） は、「孤独・不安」が2.41 （0.92）、

「充実・満足」が4.89 （1.34）、「自立願望」が5.34

（0.97）、「孤絶願望」が2.68 （1.20） であった。多

次元自我同一性尺度の下位尺度得点の平均値 （SD）

Table 1　「ひとりの時間」の行動尺度の因子分析結果 （最尤法・プロマックス回転後）

質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 平均値 （SD）

第１因子　思考・内省（α＝.90）
43 将来について考える .83 －.11 －.13 －.03 3.07 （1.12）

10 自分の人生について考える .80 －.01 －.18 .02 2.97 （1.09）

37 自分の性格について考える .78 .01 －.09 .04 2.87 （1.13）

45 悩んでいることについて考える .75 －.03 .09 .02 3.10 （1.12）

53 考え事をする .72 .13 －.03 .11 3.36 （1.15）

13 過去のことを振り返る .67 .21 －.05 －.02 3.02 （1.20）

34 人間関係について考える .66 .05 .16 .03 3.13 （1.09）

24 その日あったことを思い出す .60 .08 .07 －.12 2.96 （1.05）

52 近日中（その日、次の日、この一週間など）の予定を考える .51 .01 .13 .06 3.24 （1.10）

27 考えを整理するためにメモや文章を書く .48 －.08 －.04 .14 2.14 （1.17）

20 今後の予定を計画する .47 －.03 .11 .10 3.52 （0.97）

第２因子　休息・解放（α＝.86）
40 だらだらする －.15 .82 －.01 .10 4.20 （1.00）

54 何もせずにゆっくりする －.07 .79 .03 －.12 3.83 （1.10）

19 ごろごろする －.01 .69 －.03 .06 4.39 （0.86）

39 何も考えずにぼんやりする .10 .68 －.01 －.02 3.92 （1.05）

3 ぼーっとする .08 .61 .07 .00 3.79 （1.00）

28 休憩する .13 .60 －.07 －.07 3.89 （0.98）

11 ちょっと寝る .10 .48 .08 －.08 4.07 （0.98）

第３因子　遠隔他者との繋がり（α＝.79）
49 SNS （LINEやフェイスブック、ツイッターなど） を使って、友人・知人とやりとりする －.08 .04 .76 －.02 3.82 （1.30）

32 インターネット （ホームページ、ブログ、ツイッターなど） で友人・知人をフォローする －.03 .03 .71 .10 2.95 （1.38）

4 インターネット （ホームページ、ブログ、ツイッターなど） で発信する －.11 －.02 .64 .21 3.70 （1.30）

8 インターネット （ホームページ、ブログ、ツイッターなど） で有名人をフォローする －.05 .09 .62 .08 2.56 （1.33）

16 友人・知人とメールでやりとりする .26 －.04 .53 －.21 3.65 （1.13）

50 友人・知人に電話する .26 －.19 .45 －.23 2.30 （1.17）

第４因子　趣味（α＝.70）
36 趣味に関する練習をする .16 －.06 －.03 .65 2.66 （1.17）

47 趣味に没頭する －.08 .05 .09 .64 3.59 （1.17）

21 趣味に関する勉強をする .17 －.01 .05 .55 2.96 （1.16）

5 趣味に関する読書や検索をする .08 －.09 .03 .55 3.53 （1.25）

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ ― .22 .24 .08

Ⅱ ― .21 .10

Ⅲ ― .12
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ど、「孤独・不安」が高かった （rs＝ .23, .23）。一

方、3・4年生では、「趣味」の過ごし方の頻度が

高いほど、「孤独・不安」が低く、「充実・満足」

「自立願望」 が高かった （rs＝-.27, .32, .30）。3・4

年生ではまた、「思考・内省」および「休息・解

放」が高いほど「自立願望」が高く （rs＝ .28, 

.32）、「遠隔他者との繋がり」が高いほど「孤絶

願望」が低かった （r＝-.24）。

「ひとりの時間」の行動とアイデンティティと

の関連については、1年生でも 3・4年生でも一

部に弱い相関が見られたのみであった。1年生で

も 3・4年生でも、「思考・内省」が高いほど自己

斉一性・連続性が低かった （1年生：r＝-.23、

3・4年生：r＝-.20）。加えて、1年生では、「趣

味」が高いほど自己斉一性・連続性が低い （r＝

-.21）、「休息・解放」が高いほど対自的同一性が

生の方が「趣味」が高かった （ t （202）＝-2.63, 

p<.01）。

感情・評価については、3・4年生より 1年生

の方が「孤絶願望」が高かった （ t （203）＝4.43, 

p<.001）。

３． 「ひとりの時間」の行動と、感情・評価およ

びアイデンティティとの関連

（1）相関分析　「ひとりの時間」の行動が、感

情・評価およびアイデンティティとどのように関連し

ているかを検討するため、学年別 （1年／3・4年）

に各変数間の相関分析を実施した （Table 3）。

まず、「ひとりの時間」の行動と感情・評価の

関連については、1年生と 3・4年生で違いがみ

られた。1年生では、「思考・内省」および「遠

隔他者との繋がり」の過ごし方の頻度が高いほ

Table 2　「ひとりの時間」の行動とひとりで過ごすことに関する感情・評価の
学年別平均値と t 検定の結果 （1年／3・4年）

1年 3・4年 t 値 効果量
g

「ひとりの時間」の行動

思考・内省 2.88 （0.81） 3.15 （0.72） －2.44* 0.35

休息・解放 4.07 （0.63） 3.95 （0.82）  1.12 0.15

遠隔他者との繋がり 3.20 （0.99） 3.09 （0.79）  0.92 0.13

趣味 3.35 （0.80） 3.04 （0.86）  2.63** 0.37

ひとりで過ごすことに関する感情・評価

孤独・不安 2.46 （0.89） 2.38 （0.95）  0.63 0.09

充実・満足 4.93 （1.29） 4.85 （1.37）  0.39 0.06

自立願望 5.28 （1.02） 5.39 （0.94） －0.82 0.12

孤絶願望 3.07 （1.18） 2.35 （1.12）  4.43*** 0.63

注）括弧内は標準偏差 *p<.05, **p<.01, ***p<.001

Table 3　各変数間の相関係数 （1年／3・4年）

「ひとりの時間」の行動 ひとりで過ごすことに関する感情・評価 多次元自我同一性

思考・内省 休息・解放
遠隔他者
との繋がり

趣味 孤独・不安 充実・満足 自立願望 孤絶願望
自己斉一性・
連続性

対自的
同一性

対他的
同一性

心理社会的
同一性

思考・内省 － .27/.27**/** .36/.23***/* .24/33*/***  .23/.02*/n.s. －.01/－.01n.s./n.s.  .03/.28n.s./**  .07/.12n.s./n.s. －.23/－.20*/* －.18/－.13n.s./n.s. －.10/－.14n.s./n.s. －.08/－.08n.s./n.s.

休息・解放 － .20/.17n.s./n.s. .09/.04n.s./n.s.  .03/.10n.s./n.s.  .03/－.12n.s./n.s.  .06/.32n.s./***  .02/.13n.s./n.s.  .03/－.13n.s./n.s. －.21/－.14*/n.s.  .10/.04n.s./n.s. －.03/－.08n.s./n.s.

遠隔他者との繋がり － .24/.05*/n.s.  .23/.11*/n.s. －.12/.13n.s./n.s. －.11/－.07n.s./n.s. －.03/－.24n.s./** －.20/.01n.s./n.s. －.15/－.03n.s./n.s. －.22/.16*/n.s. －.12/.05n.s./n.s.

趣味 － －.04/－.27n.s./** －.02/.32n.s./***  .03/.30n.s./**  .13/.15n.s./n.s. －.21/－.08*/n.s.  .01/－.09n.s./n.s. －.14/－.14n.s./n.s. －.06/.01n.s./n.s.

孤独・不安 － －.26/－.53**/*** －.16/－.12n.s./n.s. －.01/－.12n.s./n.s. －.29/－.17**/n.s. －.31/－.16**/n.s. －.14/.03n.s./n.s. －.29/－.08**/n.s.

充実・満足 －  .14/.16n.s./n.s. －.05/.07n.s./n.s.  .31/.32**/***  .45/.21***/*  .10/.03n.s./n.s.  .40/.35***/***

自立願望 －  .07/.30n.s./*** －.12/－.07n.s./n.s. －.19/－.09n.s./n.s. －.02/－.31n.s./*** －.10/.05n.s./n.s.

孤絶願望 － －.36/－.29***/** －.28/－.18**/n.s. －.44/－.48***/*** －.30/－.24**/*

自己斉一性・連続性 －  .60/.59***/*** .61/.54***/***  .68/.69***/***

対自的同一性 －  .36/.33***/***  .71/.63***/***

対他的同一性 －  .56/.37***/***

心理社会的同一性 －

*p<.05，**p<.01，***p<.001
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た （rs＝-.29, -.31, -.29）。3・4年生のみでみられ

たものとして、「自立願望」が高いほど対他的同

一性が低かった （r＝-.31）。

（2）多母集団同時分析　増淵 （2014） に従い、

「ひとりの時間」の行動が感情・評価に影響し、

それがアイデンティティに影響すると仮定し、学

年別 （1年／3・4年） に多母集団同時分析を実施

した。解析においては、仮説と相関係数に基づい

たパスを引いたモデルを作成してパス解析を行

い、その後、有意でないパスを削除し、再度パス

解析を行った。最終的な結果をFigure 1に示す。

モデルの適合度指標は、χ2 （66）＝73.614, n.s., CFI

＝ .986, AIC＝301.614, RMSEA＝ .024と十分な値

が得られた。

1年生と 3・4年生では結果に違いがみられ、1

年生では「ひとりの時間」の行動から感情・評価

を媒介したアイデンティティへの影響はほとんど

みられないのに対し、3・4年生では「ひとりの

時間」の行動が、感情・評価を媒介して、アイデ

低い （r＝-.21）、「遠隔他者との繋がり」が高い

ほど対他的同一性が低い （r＝-.22）という結果

であった。

ひとりで過ごすことに関する感情・評価とアイ

デンティティとの関連については、1年生では、

「孤絶願望」が高いほどアイデンティティのすべ

ての下位尺度が低く （rs＝-.28～-.44）、3・4年生

では、「孤絶願望」が高いほど自己斉一性・連続

性、対他的同一性、心理社会的同一性が低かった

（rs＝-.24～-.48）。このうち、「孤絶願望」と最

も高い相関を示したのは 1年生でも 3・4年生で

も対他的同一性であった （1年生：r＝-.44、 3・4

年生：r＝-.48）。また、1年生でも 3・4年生で

も、「充実・満足」が高いほど自己斉一性・連続

性、対自的同一性、心理社会的同一性が高かった

（ 1年生： rs＝ .31, .45, .40、 3・4年生：rs＝ .32, 

.21, .35）。さらに、1年生のみでみられたものと

して、「孤独・不安」が高いほど自己斉一性・連

続性、対自的同一性、心理社会的同一性が低かっ
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Figure 1.　多母集団同時分析の結果
（上段は1年，下段は3・4年，有意および有意傾向のパスのみ記述，†p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001）
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者との繋がり」因子は本研究で新たにみられた過

ごし方であった。機能尺度作成の時点 （2004年）

では、インターネットやSNS、メール、電話など

の行為は、「ひとりの時間」の行動として想定さ

れておらず、実際、そのような行為を回答した者

も少数であった （海野，2007）。しかし、近年、ス

マートフォンの普及、LINEや Instagram、 Twitter、 

FacebookなどのSNSの普及など、情報環境やコ

ミュニケーション手段は急速に変化してきてお

り、特に青年においては、その利用はもはや日常

生活の一部となっている。本尺度の項目収集の段

階でも、SNS、メール、LINE等の行動を挙げた

者が少なからずみられたことから、現代青年の

「ひとりの時間」の特徴を理解する上で意味があ

ると考え、尺度作成の段階でも、このような行為

の項目を含めることとした。インターネット、

SNS、スマートフォンの普及により、「ひとりの

時間」と他者と過ごす時間、単独の行為をする時

間とコミュニケーション行為をする時間の境界が

曖昧となり、従来と比べ、「ひとりの時間」のあ

り方が変化してきている可能性がある。「ひとり

の時間」にも必要に応じてすぐに他者と繋がるこ

とができる、あるいは「ひとりの時間」にも他者

との繋がりを感じ続けられるようになってきてい

ることがうかがえる。

２．「ひとりの時間」の行動と感情・評価の学年差

「ひとりの時間」の行動については、1年生よ

り 3・4年生の方が「思考・内省」が高く、3・4

年生より 1年生の方が「趣味」が高かった。大学

に入って間もない 1年生の時期には、「ひとりの

時間」に趣味の活動をする頻度が高いが、就職活

動が始まり、卒業後の進路が具体化する 3・4年

生になると、「ひとりの時間」に過去を振り返っ

たり、将来や自分の人生について考えたりする

など、自分を見つめなおすことが増えると考えら

れる。

感情・評価については、3・4年生より 1年生

の方が「孤絶願望」が高かった。1年生は 3・4

年生に比べ、大学生としての生活 （大学、サーク

ル、アルバイト等） やそこでの人間関係への適応

がまだ十分でなく、模索中であるために、他者の

中で自分を表現することが難しく、人と一緒にい

ることに苦痛を感じる傾向が高い可能性がある。

ンティティにさまざまな影響をしていた。

具体的には、1年生では、まず、「遠隔他者と

の繋がり」が「孤独・不安」に弱い正の影響を

し、「孤独・不安」が自己斉一性・連続性、対自

的同一性、心理社会的同一性に弱い負の影響をし

ていた。また、「ひとりの時間」の行動からアイ

デンティティへの直接効果として、「休息・解放」

から対自的同一性へ弱い負の影響、「趣味」から

「自己斉一性・連続性」への弱い負の影響がみら

れた。さらに、感情・評価からアイデンティティ

への影響として、「充実・満足」から自己斉一

性・連続性、対自的同一性、心理社会的同一性へ

の弱い正の影響、「孤絶願望」から4つのアイデ

ンティティの下位尺度への弱い～中程度の負の影

響がみられた。なお、「ひとりの時間」の行動の

各下位尺度の中で、「思考・内省」から感情・評

価およびアイデンティティに影響する有意なパス

は見られなかった。

3・4年生では、まず、第一に、「趣味」が「充

実・満足」に弱い正の影響をし、「充実・満足」

は自己斉一性・連続性、心理社会的同一性に弱い

正の影響をしていた。「趣味」はまた、「自立願

望」に弱い正の影響をし、「自立願望」は対他的

同一性に弱い負の影響をしていた。第二に、「遠

隔他者との繋がり」が「孤絶願望」に弱い負の影

響をし、「孤絶願望」は 4つのアイデンティティ

の下位尺度に弱い～中程度の負の影響をしてい

た。「遠隔他者との繋がり」はまた、「孤独・不

安」に弱い正の影響をしていた。 第三に、「ひと

りの時間」の行動からアイデンティティへの直接

効果として、「休息・解放」から対他的同一性へ

弱い正の影響、「趣味」から自己斉一性・連続性

への弱い負の影響（有意傾向）がみられた。

考　察

１．「ひとりの時間」の行動尺度について

本研究で得られた 4因子について、機能尺度

（増淵，2014） と比較すると、「思考・内省」は機

能尺度の「自己内省」に、「休息・解放」は機能

尺度の「自己解放」に、「趣味」は機能尺度の

「個人的活動への没頭」に対応する内容であると

考えられ、具体的行動のレベルでも、機能尺度と

同様の因子が複数確認された。一方で、「遠隔他
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対他的同一性には負の影響がみられたものと推測

される。なお、増淵 （2014） の研究では、「自立願

望」から自我同一性全体得点への影響はみられな

かったものの、自立願望の高まりからアイデン

ティティの模索が始まるのではないかと考察され

ている。本研究では、アイデンティティの4側面

への影響をそれぞれ検討したことで、対他的同一

性への負の影響が明らかになった。

第三に、「遠隔他者との繋がり」の過ごし方が

高いほど「孤絶願望」が低くなり、「孤絶願望」

が低いほどアイデンティティの 4つの下位尺度は

高くなることが示された。「ひとりの時間」に

SNSやインターネット等で遠隔の他者との繋がり

を感じる行動をすることは、“できることなら、

いつもひとりでいたい” “できることなら、だれ

もいないところに住みたい”といった極端で偏っ

たひとり志向を弱め、アイデンティティ形成にポ

ジティブな影響を及ぼしていると考えられる。な

お、「遠隔他者との繋がり」から「孤絶願望」を

介したアイデンティティへの影響は、アイデン

ティティの中でも特に「対他的同一性」に対して

大きかったことから （β＝-.43 p<.001）、「ひとり

の時間」においても適度に遠隔他者との繋がりを

感じる行動をすることで、他者との関係性におけ

るアイデンティティが促進される可能性が示唆さ

れた。しかしながら、「遠隔他者との繋がり」は

「孤独・不安」に正の影響もしていた。「ひとりの

時間」に遠隔他者との繋がりを感じる行動をする

頻度が高い人は、「ひとりの時間」にも人とのつ

ながりを求めている可能性がある。そのために、

ひとりで過ごすことに関して「孤独・不安」が高

くなってしまうと考えられる。

第四に、「ひとりの時間」の行動からアイデン

ティティへの有意な直接効果のパスもみられたも

のの、βは .20未満であり、ほとんど影響はみら

れなかったと言える。

なお、3・4年生において、「趣味」から「孤絶

願望」への有意なパスはみられなかったことか

ら、3・4年生において、仮説 2  （「個人的活動へ

の没頭」に対応する過ごし方をすると、ひとりで

過ごす「孤絶願望」が高くなり、それによって自

己斉一性・連続性、対自的同一性、対他的同一

性、心理社会的同一性が低くなるだろう。） は支

持されなかった。「ひとりの時間」に「趣味」の

３． 「ひとりの時間」の行動と、感情・評価およ

びアイデンティティとの関連

多母集団同時分析の結果、1年生と 3・4年生

では違いがみられた。1年生では「ひとりの時

間」の行動から感情・評価を媒介したアイデン

ティティへの影響はほとんどみられなかった。そ

れに対し、3・4年生では「ひとりの時間」の行

動が、感情・評価を媒介して、アイデンティティ

にさまざまな影響をしていた。

まず、3・4年生の結果について具体的に考察

する。3・4年生では、第一に、「趣味」の過ごし

方がひとりで過ごす「充実・満足」感を介して、

自己斉一性・連続性、心理社会的同一性を促進す

ることが示された。「ひとりの時間」に趣味の活

動をして充実・満足感を感じられることで、自分

らしさの実感が高まるため、自分自身の一貫性や

時間的連続性、現実社会の中で自分らしくいられ

るという感覚につながっていると考えられる。た

だし、「充実・満足」から対自的同一性、対他的

同一性への影響は見られず、ひとりで趣味の活動

をして充実感を得られても、自分自身の目標や方

向性の明確さや、他者から見られている自分と本

来の自分との一致の感覚にはつながらないと考え

られる。したがって、3・4年生において、仮説 1

（「個人的活動への没頭」に対応する過ごし方をす

ると、ひとりで過ごす「充実・満足」感が高くな

り、それによって自己斉一性・連続性、対自的同

一性、心理社会的同一性が高まるだろう。しか

し、対他的同一性には影響しないだろう。） は、

「対自的同一性」以外に関して支持された。この

結果は、増淵 （2014） の結果を支持するものであ

り、「ひとりの時間」の過ごし方の具体的行動の

レベルでも、「趣味」の過ごし方がひとりで過ご

す「充実・満足」感を介してアイデンティティを

促進することが明らかになったと言える。

第二に、「趣味」の過ごし方が「自立願望」を

高め、対他的同一性を抑制することが示された。

「ひとりの時間」に趣味に打ち込めることは、ひ

とりで過ごすことへの抵抗感を減らし、ひとりで

も過ごせるようになりたいという願望を高めると

考えられる。しかし、「自立願望」は、ひとりで

も過ごせるようになりたいがまだうまく過ごせな

い状態を表す下位尺度であることから、他者との

関係性の中でありのままの自分自身を発揮できる
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願望」の高まりが、アイデンティティの芽生え・

模索を表していると推測される。

以上の結果から、1年生では「ひとりの時間」

の行動から感情・評価を媒介したアイデンティ

ティへの影響はほとんどみられなかったのに対

し、3・4年生では「ひとりの時間」の行動が、

感情・評価を媒介して、アイデンティティにさま

ざまな影響をしていた。これは、仮説3（大学生

期後半の方が、大学生期前半よりも、ひとりで過

ごす「充実・満足」感からアイデンティティへの

影響が大きいだろう。）を支持する結果であると

考えられる。しかしながら、「充実・満足」から

アイデンティティへの影響の部分のみに着目する

と、1年生も 3・4年生も、ひとりで過ごす「充

実・満足」感がアイデンティティを促進する有意

な影響が共通してみられることが明らかになった。

本研究の限界と今後の課題

本研究では、「ひとりの時間」の行動尺度を作

成し、アイデンティティの 4側面との関連を検討

するとともに、その関連の学年差も検討した。今

後の課題として、第一に、本研究で新たに見いだ

された「遠隔他者との繋がり」という過ごし方

は、他者と過ごす時間にかなり近い「ひとりの時

間」の内容である。この行動と「ひとりの時間」

との関係をどのように捉え、扱っていくかについ

ては、スマートフォン・SNSの普及による青年の

「ひとりの時間」のあり方の変化を踏まえつつ、

今後の詳細な検討が必要である。第二に、「遠隔

他者との繋がり」は、3・4年生では「孤絶願望」

を低減しアイデンティティを促進するというポジ

ティブな効果、1年生では「孤独・不安」を高め

アイデンティティを抑制するというネガティブな

効果を持つことが確認された。大学生や青年に

とってのこの過ごし方の意味についても、さらに

検討する必要がある。第三に、データ収集の限界

から、本研究では、大学生期前半 （1年生） と後

半 （3・4年生） の比較としたが、今後は、1～4

年生のデータをそれぞれ一定量収集することで、

本研究結果の妥当性がさらに裏づけられると考

える。

活動をすることは、アイデンティティ形成に向け

て肯定的に機能すると考えられる。

次に、1年生の結果について具体的に考察す

る。第一に、「遠隔他者との繋がり」の過ごし方

が「孤独・不安」を高め、自己斉一性・連続性、

対自的同一性、心理社会的同一性を抑制すること

が示された。「ひとりの時間」にも他者との繋が

りを感じる過ごし方をするほど、純粋に物理的・

心理的にひとりで過ごす孤独・不安感はより強

まってしまうと考えられる。そのため、安心して

ひとりで過ごせず、常に他者と群れていたい状態

となり、アイデンティティが抑制されると推測さ

れる。

第二に、1年生では「ひとりの時間」の行動か

ら感情・評価を媒介したアイデンティティへの影

響はほとんど見られなかったものの、感情・評価

からアイデンティティへの影響として、「充実・

満足」が自己斉一性・連続性、対自的同一性、心

理社会的同一性を促進する、および「孤絶願望」

が 4つのアイデンティティを抑制する結果は得ら

れており、この点は、3・4年生とほぼ同様の結

果であると言える。

したがって、1年生においては、仮説 1・仮説 2

ともに支持されなかった。

なお、1年生、3・4年生どちらにおいても、

「思考・内省」からアイデンティティへの影響は

直接的にも間接的にもみられず、相関分析におい

ても、1年生では「孤独・不安」と正の相関 （r

＝ .23）、3・4年生では「自立願望」と正の相関

（r＝ .28）、1年生 / 3・4年生両方で「自己斉一

性・連続性」と負の相関 （rs＝-.23, -.20） がみら

れたのみであった。アイデンティティへの影響が

みられなかったのは、増淵 （2014） と同様の結果

である。「思考・内省」は、1年生よりも 3・4年

生の方が高かったことからも裏づけられるよう

に、アイデンティティの模索中 （そのためまだア

イデンティティは低い） の時期に増えると考えら

れる。また、「自立願望」も、ひとりでも過ごせ

るようになりたいがまだうまく過ごせない、「ひ

とりの時間」を自分の成長のために使いたいがま

だうまく使えない状態を表す感情・評価である。

そのため、自分を振り返る「思考・内省」からア

イデンティティへのポジティブな影響はみられな

かったと考えられるが、「思考・内省」と「自立
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